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1 はじめに

ソフトウェア開発は，ウォーターフォールモデルに

代表されるライフサイクルモデルに従って開発がすす

められるが，どのようなライフサイクルモデルに従っ

て開発が行われても，かならずソフトウェアの品質を

保証するソフトウェアテストがテスト工程で実施され

る [1]．ソフトウェアテストは要求されるソフトウェア

の品質を実現するための主要な技術の一つであり，テ

スト工程では，様々なソフトウェアテスト手法を駆使

して故障を発見し，その原因となる欠陥を除去する.近

年，最初にテストケースを書き，テストケースが動作

するように機能を実装する「テスト駆動開発」と呼ば

れる手法及び，上記に考えに基づいた図 1で示すよう

なＷモデルが提案されている．しかしながら，Ｗモデ

ルは，システム・テストの設計を要求分析に生かすこ

とを目指しており，システム・テストの実施／判定結

果を要求分析へフィードバックすることができなかっ

ただけでなく，要求変更やシステム変更による回帰テ

ストに柔軟に対応することが困難であった．

本研究では，「テスト駆動開発」の利点を生かしつ

つ，システム・テストの実施・判定結果を要求分析に

フィードバックし，要求変更やシステム変更にともな

う回帰テストにも柔軟に対応可能な「分析・検証モデ

ル」を提案するとともに，「分析・検証モデル」リポジ

トリを実現する．

本論文では，「分析・検証リポジトリ」を実現

すべく，自然言語で書かれた要求仕様をテスト

工程で利用可能な形式に変える事を目的に，要

求仕様記載事項を「IEEEstd.830-1998」に準じ

たタグを付与し，個々の記載項目に関しては，

5W1H(What,Who,When,Where,How Well) を用い

て意味情報を付与した要求仕様の作成方法について

述べる．さらに，これまで記載のなかった，要求の

程度を要求仕様に記述する方法を提案する．
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図 1: Ｗモデル

2 意味情報を付与した要求仕様の記述方法

IEEEは「IEEEstd.830-1998」で，要求仕様書に記

載すべき事項に関して明確に定義している．図 2は，

「IEEEstd.830-1998」に準拠された要求仕様書におけ

る，「1.2.2　ソフトウェア製品に関する説明」に関す

る記述を一部抜粋したものである．図 2をみると，ソ

フトウェアを利用するユーザである主語が省略されて

おり，実際にソフトウェアを利用するユーザが誰なの

か（たとえば教員なのか，職員なのか，学生なのか，

学外者なのか），この文章だけでは読み取ることは困

難であることがわかる．杉本ら [3]は，要求仕様書の

記述構成を定義し，機能要求文は機能要求文の動作主

(Who)，場所 (Where)，時間 (When)，理由 (Why)の

「4W」と「非機能要求」という「4Wと非機能要求」

に分割し，表現が可能であると述べている．

１．２．２ ソフトウェア製品の説明本要求仕様書によって規定しようとするソフトウェア・システムは、S大学が保有する厚生施設の宿泊部屋や会議室の予約を行うものである。…
図 2: ソフトウェア製品に関する説明に関する記述

<titlenumber>１．２．２</titlenumber><title>ソフトウェア製品の説明</title><who>"主語抜け"ユーザー?</who><what>予約を行うもの</what><when>S大学が保有する厚生施設の宿泊部屋や会議室</when>
図 3: タグを用いて意味情報を付与した例
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図 4: 程度を表す意味情報
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我々は，杉本らが提案したものに，動作対象 (What)

を加え，非機能要求を (How Well) として定義した，

「5W1H」に分割する方法を提案する．図 3は，図 2の

要求文を「5W1H」に分割し，意味情報をタグとして

付与した例を表している．「5W1H」の意味情報のタグ

を要求文に対して付与することで，主語抜け等の記載

漏れを防ぐことが可能になる．しかしながら，意味情

報のタグを付与しただけでは，要求文の要求の大きさ

に関する明確な記述がなく，読み手による解釈の相違

や誤りの原因となっていた．

そこで本研究では，要求文を「5W1H」に分割する

だけでなく，要求の程度を要求仕様書に記載する方法

を提案する．本研究では，図 4で示すような 4段階で

要求の程度を表現した．次章で述べる意味情報が付与

可能な要求仕様作成エディタでは，要求の大きさを数

値で表現することも可能であり，程度の段階に関して

は要求仕様作成者が自由に定義できることとした．

3 意味情報が付与可能な要求仕様作成エディタ

本章では，我々が開発した意味情報が付与可能な要

求仕様作成エディタについて述べる．図 5は，そのイ

メージを表している．本研究で開発した要求仕様作成

エディタは，要求仕様作成者が顧客からの要求抽出作

業の後に使用することを想定しており，「IEEEstd.830-

1998」で規定されている項目毎に要求文を作成する．

図 6は，要求仕様作成エディタの実行画面を表してい

る．図 6 は，「IEEE.std.830-1998」における 1.2.2 の

ソフトウェア製品に関する記述の入力画面を表してお

り，これまでの自然言語で記述された要求文の他に，

「5W1H」に対応する記述，さらに要求の程度とそれ

図 6: 要求仕様作成エディタの画面

らに対するコメント文が記述できる．要求仕様作成エ

ディタを用いて要求仕様を作成することで，要求仕様

書において，最低限記述しなければいけない事項が必

ず網羅された要求仕様が記述できるだけでなく，XML

形式の意味情報が付与された要求仕様が作成できる．

4 おわりに

本論文では，「5W1H」を用いた要求仕様の記述方

法および要求の程度を記述する方法を提案した．さら

に，我々が開発した意味情報が付与可能な要求仕様作

成エディタについて述べた．我々が開発したシステム

には，入力された要求文を再利用するための機能，同

じ意味を示す単語の利用の重複を防止する機能，また

記載要求文の関係性の記述機能などが実装されていな

い．また，意味情報が付与された要求仕様からテスト

ケースを生成する機能，要求の程度からテストケース

の重要度を算出する機能についても，まだ実装されて

いない．現在，これらの機能の実装を目指し開発をす

すめている．
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